
PB 令和８年４月 18令和８年４月 北上市の市外局番は｢0197｣です。

　４月23日から５月12日までは｢こどもの読書週

間｣です。読書は、子どもの想像力や共感力を養

い、自己肯定感を高める効果が期待できます。こ

の機会に家族みんなで

本を読みましょう。

４月23日は子ども読書の日

生涯学習センター休館日生涯学習センター休館日
●５月20日㈬　※毎月第３水曜日は休館日です。

生涯学習センター（生涯学習文化課） 大通り一丁目 3-1 おでんせプラザぐろーぶ 3階  ☎72-8303   　  63-3121 ＦＡＸ

　

北
上
市
民
大
学
は
、
多
彩
な
講
師
陣
を
お

招
き
し
て
、
歴
史
、
環
境
、
文
学
な
ど
幅
広

い
分
野
の
教
養
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
連
続

講
座
で
す
。
本
年
度
の
移
動
学
習
は
、
秋
田

県
横
手
市
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
と
き
…
左
表
の
日
程
18
時
30
分
～
20
時

※
第
１
回
講
座
の
み
18
時
15
分
か
ら
開
講
式

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
第
10
回
講
座
は
13
時

開
始
で
す
。

■
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
１
学
習
室

※
第
４
回
、
第
10
回
講
座
は
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
講
堂
で
行
い
ま
す
。

■
対
象
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
中
学
生
以
上(

中
学
生
は
保
護
者

同
伴)

■
定
員
…
１
０
０
人(

先
着
順)

■
受
講
料
…
３
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
含
む
、

中
高
生
無
料)

※
移
動
学
習
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
参

加
料
と
し
て
別
途
実
費
を
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
…
４
月
20
日
㈪
か
ら
申
し
込
み

受講生
募集

令
和
８
年
度
第
36
期
北
上
市
民
大
学

とき 講師 学習内容

第１回
６月４日

㈭

株式会社ベアレン醸造所

代表取締役社長

嶌
し ま だ

田 洋
よういち

一 氏

クラフトビールにかけた夢

第２回
６月26日

㈮

毛越寺一山 寿徳院

住職 南
なんとう

洞 法
ほうれい

玲 氏
法玲のわくわく法話

第３回
７月２日

㈭

東北学院大学

文学部歴史学科

教授 竹井 英
ひでふみ

文 氏

岩崎一揆の真相を探る

～伊達政宗が語ること～

第４回
７月10日

㈮

岩手大学

農学部地域環境科学科

准教授 山内 貴
き よ し

義 氏

ツキノワグマの生態及び被

害防止への取り組みについ

て

第５回
７月23日

㈭

うたがき優命園

園長 河
こうちやま

内山 耕
こう

 氏

田舎移住ライフ33年

～挑戦と支援～

第６回
８月６日

㈭

慶応義塾大学

名誉教授　鈴木 正
まさたか

崇 氏
修験道と神楽

第７回
８月17日

㈪

宮城教育大学大学院

教育学研究科

教授 堀田 幸
ゆきよし

義 氏

藩境に生きる人びと

―市史編さんを通じて見え

てきたもの―

第８回
９月18日

㈮

韓国文学翻訳者

斎藤 真
ま り こ

理子 氏

歴史のうねりの中で女性作

家たちが小説に込めた思い

第９回
９月30日

㈬

移動学習

「横手の歴史と文化を訪ねて」

第10回
10月10日

㈯

2025年本屋大賞受賞作家

阿部 暁
あ き こ

子 氏

カフネの世界に触れる

～物語が生まれるとき～

※対談形式の講演です。

フ
ォ
ー
ム
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

開
館
時
間(

土･

日
曜
日
、
祝
日
含
む
10
時
～

21
時)

に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
生
涯
学
習
文

化
課
へ

講
座
ご
と
の
聴
講
も
で
き
ま
す

　

希
望
の
講
座
の
み
受
講
す
る
聴
講
生
を

毎
回
受
け
付
け
て
い
ま
す(

移
動
学
習
を
除

く)

。

■
聴
講
料
…
１
講
座
５
０
０
円(

中
高
生
は

無
料)

■
申
し
込
み
…
希
望
す
る
講
座
の
２
週
間
前

か
ら
前
日
ま
で
に
同
課
へ

■講座名…【No.209】鬼と北上

■講師…小
お だ し ま

田島 孝
たかし

■所要時間…45分程度

■内容…市民憲章の｢あの高嶺 鬼すむ誇り｣の

意味を考える講座です。さまざまな｢鬼｣とされ

てきたものを歴史とともに紹介し、地域の誇り

とふるさとへの愛着が深まるよう解説します。13時～17時

の講座で、土･日曜日、祝日の開催も可能です。

出前講座に
新メニューが追加されました！

市ホーム
ページ

市ホーム
ページ

申し込み
フォーム


